
短期土壌改良システム
飼料・肥料・堆肥づくり

株式会社BCM
株式会社有機・産業



基本的設定 10a

微生物をコントロールした生態系農法



自社堆肥を利用した野菜の生産と販売



NO ① ④ ② ③

重量 38ｇ 69ｇ 284ｇ 224ｇ 283ｇ

堆肥 苦土・鶏糞 苦土・牛糞・鶏糞 苦土・鶏糞・FDS 苦土・牛糞・化学肥料 苦土・FDS・化学肥料

小松菜での育成実証実験
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短期土壌改良システム
家畜排せつ物を適切に堆肥化し、農地に還元することは、家畜排せつ物処理に由来する温室効果ガスの排出抑制や化学肥料
の使用量の低減に資するなど、持続的な農業生産を図る上でも特に重要であることから、耕種農家のニーズに合った高品質な堆
肥の生産・流通を促進し、有効利用していく必要があります。

（1反）土壌改良法 10a当
たり価格表

使用方法使用料金額数量定価名称

７日～１０日間隔で全面散布２０ℓを２００ℓの水で希釈４０００ℓ円35,0001円35,00020ℓ亜塩素酸ナトリウム水溶液1

全面塗布１０ℓを１００ℓの水で希釈1000ℓ円18,0001円18,00010ℓ活性源2

全面塗布１０ℓを１００ℓの水で希釈1000ℓ円18,0001円18,00010ℓ超糖源3

20ｋｇ×3袋60ｋｇ円25,5003円8.50020ｋｇグルメアクション4

3ｔ円22,5003円7,5001ｔ有機堆肥5

20ｋｇ×５袋100ｋｇ円30,0005円6,00020ｋｇ昴フルボチャージ6

40ｋｇ円5,0001円5,00040ｋｇケイ酸加里7

円50.000円運賃8

円204，000合計（消費税別）
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短期土壌改良システム

堆肥化における好気性と
嫌気性の違いは、
好気性は「分解」であり
嫌気性は 「腐敗」である。

堆肥 肥料

牛糞堆肥 有機質肥料

鶏糞堆肥

豚糞堆肥

堆肥・・・・・

肥料・・・・・

土本来の機能をアッ

プさせるもの

植物に栄養を与える

もの
植物が根を伸ばしやすい環境づくり（堆肥)と、適量
の栄養（肥料）があれば植物はすくすく育つ。,

併用すると理
想的な土に！

根肥（「ねこえ）ともいわれ、」植物を 植物が必要とする量は、三要素ほど多くないものの
丈夫にする、

鉄（Fe）マンガン（Mn）ホウ素（B)、亜鉛（Zn）、
カルシュウム（CA),マグネシウム（Mｇ）,硫黄（s)

それぞれが重要な機能をもつている
葉肥（はごえ）ともいわれ、植物の成⾧を促
進し、葉色を濃くする。与えすぎると大きくなる
半面軟弱になり、花や実のつきがもわるくなる。

三要素

はたらき
実肥（御声）ともいわれ、開花や結実
を促進する。

窒素（N) リン酸（P) カリ（K）

植物の三大栄養素

モリブデン(Mo),銅（Cu）、塩素（Ci）
成分

葉の色が淡くなり、全体的に黄色っぽくなる。
草丈や葉も伸びず貧弱になる、見た目にも貧
弱になる。

不足すると
成⾧が悪くなり、開花や結実数が少なく
なる。

根の成⾧や葉色が悪くなり、環境の変
化や病虫害に対する抵抗力が弱まる

これらは他の成分とも助け合って機能するため、このうちど
れが不足しても植物は正常に育たない。

中・微量要素

微生物
ウィルス、マイコプラズマ、放線菌、糸
状菌などの微小な生物を総称して
「微生物」という。特に、細菌、放線
菌、糸状菌は堆肥化において重要な
菌である。

Ｃ／Ｎ比
資材中に含まれている「炭素」と「窒素」割合のことである。
炭素（Ｃ）は、微生物が取り込んでエネルギーとする成分であり、窒素
（Ｎ）は、微生物が増殖するための菌体を構成する成分である。 また、
微生物は炭素と窒素を２０:１の割合で、取り込んでいるとＣ／Ｎ比
は、低いほど分解しやすく高いほど分解しにくい、牛ふんいため極めて分解
しやすい資材といえる。





農作物

食品残渣

有機肥料

バイオ炭

堆肥

堆肥製造装置

真空発酵乾燥装
置

連続炭化装置

ペレット化

炭化

有機肥料・バイオ炭・堆
肥・はそのまま土壌改良材
として農地に施用

飼
料

家畜を
育てる

排泄

堆肥・バイ
オ炭をつく

る

土づくり

農産物を育
てる

循環型農業

バイオ炭農地

素貯留効果と土壌改良効果併せ持つバイオ炭
・連続式炭化装置による原料の炭化
・真空発酵乾燥装置による原料の水分調整及び発酵促進
・上記装置により製造される炭と活性源（木酢液・二価三価鉄・フルボ酸・フミン酸岩塩他）超糖源（糖
蜜・総合菌・納豆菌・イースト菌。乳酸菌・岩塩・フミン酸・発酵酵素）を組合わせたバイオ炭の開発

・バイオ炭を使った有機農法の取組面積の拡大
・有機堆肥、バイオ炭を使用した農地地盤改良
・有機農業の取組面積や自給飼料生産の拡大，家畜排せつ物由来堆肥の広域流通等の推進、微生物活動の制御
等、農畜産業由来のGHG削減や環境負荷軽減を目指す技術開発
・貯留効果と土壌改良効果併せ持つバイオ炭資材の開発





生態系を基本とし、自然の法則に基づいて天然資源を微生物コントロールする
ことによって有効に活用し、医食同源、またできるだけ地産地消で効率をよくして
本物を作り、栄養素のバランスがよく、なおかつ良い成分を多く含んでおりエネル
ギーが高く、人が食べたときに元気になることで病気になりにくい体質を得られる
食べ物を生産することを目指しています。

基本的には収穫後に残留農薬と作物の内容の分析をして、エネルギーの写真
をとり立証します。生育は土の力ですから、土作りをモットーにして、有機質の醗
酵肥料をはじめとして微生物によって分解したミネラル及び酵素など、天然資材
をバランスよく組み合わせて、国内における通常の生産量の2～2倍の収穫をあ
げることを目標にしています。成分分析も、五訂の基準の2～3倍の成分を含ん
だ安全で栄養価値の高い農産物を生産することを考えております。

[成分値による品質評価一例（ホウレンソウ）]

農産物生産の特徴

この農法における最大の特徴は、地球が現在まで維持されてきた微生

物の進化によるところを重点に置き、天然資材はもとより、微生物応用技

術を最前線に考えております。つぎに微生物応用技術において述べます。

1.植物の細胞組織への浸透力が強く、微生物に酵素を加えると、短時

間で植物中に浸透する。

2.微生物生成酵素の場合、加水分解、酸化還元酵素が作物の成⾧

作用に刺激を与え、好影響となる。

3.微生物培養液の生産工程で、酵母菌の醗酵生成物で特に核酸が

威力を発揮して細胞分裂に寄与し分裂を促進することにより植物の

発育を最大に良くする。

4.酵母の醗酵生成物中には、成⾧促進未知因子（Ｕ・Ｇ・Ｆ）と称

する因子を多量に含み、植物の成⾧に多大な効果を出すことがかって

きた。

5.各種微生物の生産するオーキシンなどの成⾧ホルモンが、植物の

成⾧に最大に貢献する。

6.一部微生物には、抗生物質が病原菌を抑える効果があることが分

かってきた。

以上のように、「微生物を応用した農法」は避けて通れないこととなって

おります。

当社としても最大限に利用して前記の成果を出せるよう日進月歩努力

しています。

自然微生物農法（仙農）農産物生産理念



自然微生物農法（仙農）農産物生産理念



自然微生物農法



自然微生物農法



成分値による品質評価
～酸化還元測定検査証（OPR)～



ミニトマト



大玉トマト



微生物をコントロールした生態系農法



微生物をコントロールした生態系農法



微生物をコントロールした生態系農法



微生物をコントロールした生態系農法



酸化還元電位（ORP)とは



酸化還元電位（ORP)と植物



還元状態の目安は＋250mV以下



微生物栽培技術の開発と実用化の完成


